
 

 

 

  

目 標 

○部活動の実施にあたっては、生徒の安全を第一に考えて実施する。 

〇ミシンやアイロン等、物品の正しい使い方を理解し、怪我防止に努める。 

○つくる喜びや楽しさを多く経験する。 

○手芸のさまざまな技法にふれ、基礎・基本的な技能の向上に努める。 

〇文化祭、県文化連盟手芸部会主催「高校生手芸作品展」へ出品する。 

活 動 方 針 

○生徒の健康管理に十分配慮し、適正な休養日を確保する。 

○学校生活や授業等に支障のない範囲で、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な

活動を行う。 

〇活動場所は本校被服室を使用する。 

○活動日は毎週月・火・木曜日の放課後 2時間程度とする。ただし手芸展直前等はこの限り

でない。 

〇各自が取り組みたい作品を決め、製作する。最後までやり遂げ完成させる。 

〇部員全員で共同製作を行う場合は、予定を立て、協力し合って行う。 

○定期試験 1週間前から終了日までは活動を行わない。 

年 間 計 画 

４月 

５月 

 

 

 

11月 

12月 

１月 

 

３月 

 

活動方針の確認、作品作り（各自） 

手芸部会主催手芸講習会参加 

作品作り（各自） 

  

 

文化祭出品 

手芸展出品 

作品作り（各自） 

 

 

 

 

 

 

 

 

手芸部の活動方針 


